職種：鍛造技術　　職務：設備技術

【概要】

　設備技術とは、鍛造製品を安全で、安定的かつ効率的に生産できる鍛造設備の計画、維持・管理を行うとともに、設備の劣化状況の把握、新設備の導入検討、設備情報の収集等を行い、鍛造設備の総合マネジメントを行うことである。

【仕事の内容】

　鍛造設備の維持・管理チェックを適切に行う仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされないものの、工業高校や工業高等専門学校などの機械科や電気科などを卒業して電気や機械の工学系の専門知識を身に付けておくことが必要である。経験が重要であり、初任配属は行わず、設計など技術部門で一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合が多い。

（2） 技能検定（機械保全）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（4） 機械・電気の技能者として必要な資質は、設備技術に関する作業やプロセスに対する興味や関心を持っていること、さらには設備技術向上の意欲を持っていることなどが挙げられる。特に、近年ではISO関係の手法や概念（APQP、PPAP、MSA、SPC、FMEA、MTBF、MTTRなど）の理解や、それに基づいた設備技術の構築を要求されるようになってきている。

（5） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、製品の精度向上に取り組むとともに自身の技能レベル向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）

機械検査（１級・２級）
· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
　　　２級技能士鍛造科
　　　資格に関係しない普通コースも併設

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

機械保全（特級・１級・２級）

電気製図（配電盤・制御盤製図作業（１級・２級・３級））

· 技術士（機械、電気・電子、金属、衛生工学、経営工学、環境部門）　など

· 高度熟練技能者認定制度

機械保全職種

· エネルギー管理士

· 電気主任技術者（第１種・第２種・第３種）

· ファシリティマネージャー〔社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会〕

・公害防止管理者

· 危険物取扱主任者
· 危険物取扱者

· 毒物劇物取扱責任者
· 特別管理産業廃棄物管理責任者
・その他労働安全衛生面に係る資格

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０３１　機械技術者

０３４　電気技術者

０７１　その他の技術者

